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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２種以上の液化ガスを混合する装置であって、
　上記各液化ガスの供給源と、
　上記各供給源に接続された個別配管と、
　上記各個別配管に設けられて、各供給源からの液化ガスをその飽和蒸気圧以上の圧力で
液相にて供給するための送液手段と、
　上記各個別配管に設けられて、当該個別配管を流れる液化ガスの流量を制御するための
流量制御手段と、
　上記各個別配管に接続された共通配管と、を備え、
　上記各個別配管は、上記各流量制御手段よりも下流側においてリサイクル手段に接続さ
れており、上記リサイクル手段は上記各個別配管を流れる液化ガスの流量が所定の定常状
態になるまで各液化ガスを上記各供給源にリサイクルさせることを特徴とする、液化ガス
の混合装置。
【請求項２】
　上記共通配管は上記各個別配管から供給された液化ガスを混合するための第１の混合器
を備えている、請求項１に記載の液化ガスの混合装置。
【請求項３】
　上記共通配管は上記第１の混合器にて混合された液化ガスをさらに混合するための第2
の混合器を備えている、請求項２に記載の液化ガスの混合装置。
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【請求項４】
　さらに上記共通配管に接続された貯留手段を備える、請求項１～３のいずれか１項に記
載の液化ガスの混合装置。
【請求項５】
　上記貯留手段の内部の圧力を上記液化ガスのうち最も蒸気圧の高い成分が示す飽和蒸気
圧以上の圧力に保持するための加圧手段を備える、請求項４に記載の液化ガスの混合装置
。
【請求項６】
　上記加圧手段は、不活性ガス又は上記液化ガスのうちの最も蒸気圧の高い成分を加圧ガ
スとして供給するようになっている、請求項５に記載の液化ガスの混合装置。
【請求項７】
　上記各流量制御手段は質量流量測定器と流量制御弁とを含む、請求項１～６のいずれか
１項に記載の液化ガスの混合装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、２種以上の液化ガスの混合装置に関する。特に、本発明は、エアゾル噴射剤
の構成成分である２種以上の液化ガスを混合する装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　殺虫剤、塗料、化粧品、消臭剤、医薬品等の主成分を、アルコール、塩化メチレン、メ
チルクロロフォルム、ケロセン等の溶媒に溶かし、手軽にエアゾルとして使用できるよう
に、スプレイ缶に充填されたエアゾル製品は、近年ますます、その用途が広がりつつある
。しかし、エアゾル製品の用途が多様化するにつれ、それに応じて、スプレイ缶での充填
圧力、噴射圧力等が異なった、種々のタイプの噴射剤が望まれている。
【０００３】
　従来、所望の噴射剤は、数種類の噴射剤成分ガスを、スプレイ缶に充填された時に、所
望の充填圧力、噴射圧力等となるよう、それらの所定量を耐圧容器内に飽和蒸気圧の低い
順に液体状態で充填し、振とう、撹拌して、均一な混合液を得、その後、タンクに移送し
貯蔵されてきた。しかし、このバッチ的方法では大きなタンクが必要であり、また、一つ
のバッチ毎にタンクを設置する必要がある。そのため、処方が多様化すると、エアゾル製
品に噴射剤を充填する噴射剤充填工場に多数のタンクや、それに付随する諸設備を設置し
なければならないという問題が生じる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　そこで、上記したような、設備的にも、スペース的にも不経済となるという課題を解決
して、需要者のニーズに応じた各種のエアゾル製品を、必要な時に、必要な量だけオンサ
イトで製造できるコンパクトな装置の開発が望まれている。
【０００５】
　しかしながら、従来のバッチ的プロセスによって、上記課題を解決することは非常に困
難である。そこで、バッチ的プロセスに代えてフロー的なプロセスを設計する必要がある
が、その場合、液化ガスの流量を正確に計測しなければならない。そのためには、流体の
流量測定に関して、計測中に気液が混合した状態にならないよう、細心の温度管理、圧力
管理が必要となる。
【０００６】
　本発明は、上記した事情のもとで考え出されたものであって、噴射剤などを構成する２
種以上の液化ガスを、コンパクトな装置構成により安定かつ正確に流量測定して混合する
ことができる、液化ガスの混合装置を提供することをその課題とする。
【０００７】
【発明の開示】
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　上記課題を解決するために、本発明によれば、２種以上の液化ガスを混合する装置であ
って、上記各液化ガスの供給源と、上記各供給源に接続された個別配管と、上記各個別配
管に設けられて、各供給源からの液化ガスをその飽和蒸気圧以上の圧力で液相にて供給す
るための送液手段と、上記各個別配管に設けられて、当該個別配管を流れる液化ガスの流
量を制御するための流量制御手段と、上記各個別配管に接続された共通配管と、を備え、
上記各個別配管は、上記各流量制御手段よりも下流側においてリサイクル手段に接続され
ており、上記リサイクル手段は上記各個別配管を流れる液化ガスの流量が所定の定常状態
になるまで各液化ガスを上記各供給源にリサイクルさせることを特徴とする、液化ガスの
混合装置が提供される。
【０００８】
　一方、本発明の混合装置を用いて実施される混合方法の第１の側面によれば、２種以上
の液化ガスを混合する方法であって、各液化ガスを収容する個別の供給源からそれぞれの
液化ガスの飽和蒸気圧以上の圧力をかけた状態において液相にて流量を制御しつつ各液化
ガスを個別配管を介して供給し、さらにこれら個別配管に接続された共通配管に供給する
とともに混合することを特徴とする、液化ガスの混合方法が提供される。
【０００９】
　上記第１の側面においては、各液化ガスに、それぞれの飽和蒸気圧以上の圧力をかけた
状態で送液するため、蒸発を抑えて、液相のみで流量を測定し、制御することができる。
従って、各液化ガスが個別配管から共通配管に供給され、次工程に送液される間に各液化
ガスが混合され、所望の組成の液化ガスの混合物を得ることができる。例えば、液化ガス
の混合物がエアゾル噴射剤である場合、次工程でのエアゾル製品の充填工程に送液される
間に混合が行われ、上記エアゾル噴射剤をオンサイトで調製することが可能となる。
【００１０】
　また、本発明の混合装置を用いて実施される混合方法の第２の側面によれば、２種以上
の液化ガスを混合する方法であって、各液化ガスを収容する個別の供給源からそれぞれの
液化ガスの飽和蒸気圧以上の圧力をかけた状態において液相にて流量を制御しつつ各液化
ガスを個別配管を介して供給し、さらにこれら個別配管に接続された共通配管を介して貯
留手段に導入するとともに混合することを特徴とする、液化ガスの混合方法が提供される
。
【００１１】
　上記第２の側面においては、上記各液化ガスを共通配管を介して貯留手段に導入すると
ともに混合する。すなわち、各液化ガスの混合は、各液化ガスの供給源からその所定量を
上記したように流量を測定、制御しつつ、個別配管、共通配管を介して貯留手段に導入す
るとともに混合する。さらに、貯留手段において機械的撹拌等により混合を促進させても
よい。この場合、各液化ガスの所定量を同時に貯留手段に導入してもよいし、時差を設け
て個別に導入してもよい。
【００１２】
　上記第２の側面において、貯留手段内部の圧力は、不活性ガス、又は上記液化ガスのう
ちの最も蒸気圧の高い成分を加圧ガスとして供給することにより、上記液化ガスのうちの
最も蒸気圧の高い成分が示す飽和蒸気圧以上の圧力に保持されることが好ましい。このよ
うにすることによって、各液化ガスの個別配管、共通配管内の圧力は、それぞれの液化ガ
スの飽和蒸気圧以上に保持されることになり、気液が混合した状態とならないため、上記
流量測定、制御を安定して行なうことができる。また、混合物からの成分蒸発による組成
変化を抑制又は低減できる。
【００１３】
　また、上記第１の側面及び第２の側面において、共通配管に第１の混合器を設けること
により、各液化ガスの混合を良好に行うことができる。上記第１の混合器に加えて、同じ
く共通配管における当該第１の混合器よりも下流側に第２の混合器を設け、第１の混合器
で混合された液化ガスをさらに第２の混合器で混合すると、各液化ガスの混合が一層促進
され、より好ましい結果が得られる。
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【００１４】
　さらに、上記第１の側面及び第２の側面において、各個別配管を流れる液化ガスを、共
通配管に供給する前に、供給源にリサイクルさせ、上記各液化ガスの流量が所定の定常状
態になってはじめて、上記共通配管に各液化ガスを供給する。このようにして、各液化ガ
スの流量を定常状態として、より正確な流量制御を行なった上で、各液化ガスの流れを同
時に切替えて共通配管に供給するとともに混合するか、共通配管を介して貯留手段に導入
するとともに混合すると、さらに好適に各液化ガスの混合を行うことができる。
【００１５】
　本発明は、エアゾル噴射剤の成分ガスとしての液化ガスを混合する場合に用いるのが好
ましい。エアゾル噴射剤を構成する液化ガスの例としては、プロパン、ｎ－ブタン、イソ
ブタン等のハイドロカーボン類、ジメチルエーテル、ジエチルエーテル等のエーテル類、
塩化メチル等のクロロカーボン類、フロン１１（ＣＣｌ3Ｆ）、フロン１２（ＣＣｌ2Ｆ2

）等のフロロカーボン類、炭酸ガス、等を挙げることができる。
【００１６】
　ただし、本発明の混合装置を用いて実施される混合方法は、エアゾル噴射剤の成分ガス
の混合に限定されず、一般の液化ガス、例えば、二酸化硫黄、硫化水素、亜酸化窒素、ア
ンモニア、エチレン、エチレンオキシド、イソブテン等の混合にも用いることができる。
【００１７】
　なお、本発明の混合装置においては、貯留手段に窒素ガス、アルゴンガス等の不活性ガ
ス、又は各液化ガス成分のうち最も蒸気圧の高い成分を導入することによって、最も蒸気
圧の高い成分の飽和蒸気圧以上の圧力に保持することができるため、バッファータンクと
しての役割も果たし、例えば、混合液化ガスがエアゾル噴射剤として用いられる場合、後
の充填工程で圧力変動が生じても、その影響を液化ガスの混合に及ぼすことを防ぐという
効果も得られる。
【００１８】
【００１９】
【００２０】
【００２１】
　また、上記各流量制御手段は、例えば質量流量測定器と流量制御弁とで構成することが
できる。
【００２２】
　上記リサイクル手段は、上記各流量制御手段よりも下流側において、開閉弁、圧力調整
器、配管を含む。
【００２３】
　さらに、本発明の混合装置において、貯留手段内部の加圧手段として、貯留手段の一部
又は全部を伸縮できる構成とし、貯留手段の容積を可変とすることもできる。この場合、
上記貯留手段内部において、不活性ガス又は上記各液化ガスのうち最も蒸気圧の高い成分
の量を一定とし、上記貯留手段の容積を可変とすることにより、上記貯留手段内部の圧力
を最も蒸気圧の高い成分が示す飽和蒸気圧以上の圧力に保持する方式を採ることもできる
。この場合、予め、一定量の不活性ガスで加圧した後は、不活性ガス又は上記各液化ガス
のうち最も蒸気圧の高い成分の追加導入、パージ等の操作が不要となるという効果がある
。
【００２４】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面を参照しつつ説明する。
【００２５】
　図１は、各液化ガスを個別配管から共通配管に供給するとともに混合する形態にかかる
フローチャートを示す（第１の実施形態）。図２は、各液化ガスを個別配管に接続された
共通配管を介して貯留手段に導入するとともに混合する形態にかかるフローチャートを示
す（第２の実施形態）。図３は、第２の実施形態において、貯留手段の内部を加圧する加
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圧手段をさらに１つ並設した形態にかかるフローチャートを示す（第３の実施形態）。
【００２６】
　第１の実施形態は、図１に示されるように、それぞれの貯蔵タンク（供給源）１ａ、１
ｂ、１ｃに貯蔵された各液化ガスは、各貯蔵タンクの下部から液体として送液手段２ａ、
２ｂ、２ｃに入り、加圧されて、まず、各個別配管ＩＬａ、ＩＬｂ、ＩＬｃに供給され、
その後、共通配管ＣＬに供給される。このとき、送液手段としては、例えば、渦巻ポンプ
等、通常の液体輸送用のポンプが用いられる。次いで、質量流量測定器３ａ、３ｂ、３ｃ
と流量制御弁４ａ、４ｂ、４ｃとを含む流量制御手段で質量流量が測定され、各液化ガス
の流量が制御される。質量流量測定器としては、通常、質量流量計が用いられ、その形式
としては特に限定されず、コリオリ方式、角運動量方式、ジャイロ方式等種々のものが用
いられる。
【００２７】
　各液化ガスの送液手段２ａ、２ｂ、２ｃの吐出部には、リリーフ弁２１ａ、２１ｂ、２
１ｃが設けられている。このリリーフ弁２１ａ、２１ｂ、２１ｃの設定圧は、流量制御弁
４ａ、４ｂ、４ｃが各液化ガスの流量を制御したときの個別配管（ＩＬａ、ＩＬｂ、ＩＬ
ｃ）の圧力よりも若干高く設定され、各液化ガスが気液混合状態とならずに、常に液体と
して流量制御されるように圧力を保つ。また、下流側で、不測の事態等が生じて、各液化
ガスの流れが停止した場合に、それぞれの貯蔵タンク（供給源）１ａ、１ｂ、１ｃにバイ
パスさせる安全弁としての役目も果たす。
【００２８】
　質量流量の測定値は、流量制御弁４ａ、４ｂ、４ｃに付随する流量調節計５ａ、５ｂ、
５ｃに送られ、この流量調節計５ａ、５ｂ、５ｃは、予め入力された各液化ガスの質量流
量の設定値と測定値とが等しくなるよう流量制御弁４ａ、４ｂ、４ｃの開度を調節する。
一定時間経過後には、各液化ガスの質量流量の測定値は、設定値とほぼ等しい値にコント
ロールされる。上記の流量制御が行なわれている間、各液化ガスは、開閉弁６ａ、６ｂ、
６ｃ、圧力調整器８ａ、８ｂ、８ｃ及びリサイクル配管ＲＬａ、ＲＬｂ、ＲＬｃを含むリ
サイクル手段Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃを介してリサイクルされ、貯蔵タンク（供給源）１ａ、１
ｂ、１ｃに戻される。
【００２９】
　リサイクル手段Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃは、圧力調整器８ａ、８ｂ、８ｃによって、最も高い
蒸気圧を持つ液化ガス成分の飽和蒸気圧よりも高い圧力で一定に保たれている。その圧力
は、混合する液化ガスの種類によって一概にはいえないが、通常、０．２～３ＭＰａ（ゲ
ージ圧をいい、以下も同様である）の範囲である。また、この圧力は、後記する混合液化
ガスの貯留手段１１の内部圧より若干高い圧力とされ、圧力調整器８ａ、８ｂ、８ｃとし
ては、一次側（流量制御弁４ａ、４ｂ、４ｃの出口側）の圧力を検知して、予め入力され
た圧力に自動的に調節する自律式圧力調整弁が好適に用いられる。
【００３０】
　上記のようにして、各液化ガスの質量流量の測定値と設定値が一致し、定常状態になっ
た後、リサイクル手段Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ をリサイクルしている各液化ガスは、共通配管
ＣＬに同時にその流れが切替えられる。各液化ガスの流れの切替えは、リサイクル手段Ｒ
ａ、Ｒｂ、Ｒｃの開閉弁６ａ、６ｂ、６ｃが一斉に閉となり、同時に個別配管ＩＬａ、Ｉ
Ｌｂ、ＩＬｃの開閉弁７ａ、７ｂ、７ｃが一斉に開となることにより行なわれる。その結
果、各液化ガスは共通配管ＣＬに供給され、共通配管ＣＬ内を流れる間に、第１の混合器
９及び第２の混合器１０にて混合される。
【００３１】
　上記の切替の指示は、通常、タイマやコンピュータ制御等の手段により行なわれる。切
替指示を受けたリサイクル手段Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃの開閉弁６ａ、６ｂ、６ｃ及び個別配管
ＩＬａ、ＩＬｂ、ＩＬｃの開閉弁７ａ、７ｂ、７ｃは、電磁式、空気圧式等の通常の方式
により弁を開閉し、各液化ガスの流れを同時に切替える。
【００３２】
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　上記共通配管ＣＬに設けられた第１の混合器９は、耐圧容器内に、各液化ガスが個別に
導入されるノズルが、液体の流れと平行に配設されており、ノズルを上記のように配設す
ることにより、それぞれの液化ガスの動圧が流れに影響を与えない状態にて予備的な混合
が行なわれる。
【００３３】
　また、同じく共通配管ＣＬに設けられた第２の混合器１０は、加圧下で混合を行なうた
めインライン・ミキシング方式の混合器が好ましく用いられる。すなわち、流体が管路内
を通過する間に、管路に設置された、多数の混合素子（エレメント）によって、流体の持
つ流動エネルギーを利用し、流体自身が分割、反転、転換を繰り返しながら混合される静
止型混合器が好適に用いられる。
【００３４】
　このようにして、共通配管ＣＬに供給されるとともに混合された液化ガスは、共通配管
ＣＬと遮断弁１６を介して接続されている次工程、例えば、エアゾル製品に噴射剤を充填
する充填工程（図示せず）に送液される。
【００３５】
　つぎに、図２に示される第２の実施形態について説明する。第２の実施形態は、図２に
示されるように、共通配管ＣＬと遮断弁１６の間に貯留手段１１が設けられた構成となっ
ており、それ以外の構成は第１の実施形態と同様である。従って、第１の実施形態と重複
する部分についての説明は省略する。
【００３６】
　この第２の実施形態では、共通配管ＣＬに供給された各液化ガスは、両混合器９、１０
で混合された後に貯留手段１１に導入される。このとき、貯留手段１１の内部に窒素ガス
、アルゴンガス等の不活性ガスあるいは、各液化ガスのうちの最も高い蒸気圧を持つ成分
ガスを導入して、加圧することが好ましい。その圧力は、各液化ガスのうち、最も高い蒸
気圧を持つ成分が示す飽和蒸気圧以上に保たれる。このようにすることによって、混合液
化ガスを液体状態で安定して貯留することができる。
【００３７】
　不活性ガスとしては、通常、窒素ガスが用いられる。圧力調節計１５が貯留手段１１の
内部圧力を検出し、予め設定された圧力となるよう、圧力が低下すれば、窒素ガスボンベ
、液体窒素又はＰＳＡ方式等の加圧手段１７から圧力調節弁１３を経由して、窒素ガスを
導入し、圧力が上昇すれば圧力調節弁１４から窒素ガスをパージする。このような動作を
行なうことにより、貯留手段１１の内部圧力を、設定した圧力に保持することができる。
【００３８】
　また、加圧ガスとしては、不活性ガスの代わりに各液化ガスのうちの最も高い蒸気圧を
持つ成分を加圧ガスとして用いることもできる。この場合、加圧手段１７として当該成分
ガスのガスボンベ等を用いればよい。
【００３９】
　次に、図３に示す第３の実施形態は、第２の実施形態における貯留手段の内部を加圧す
る加圧手段をさらに１つ並設した形態である。第３の実施形態においては、図３に示すよ
うに、不活性ガスによる第１の加圧手段１７と最も高い蒸気圧を持つ成分ガスによる加圧
手段１８を切替可能に設けている。このように加圧手段を並設し、切替弁１９、２０を操
作することにより、加圧ガスとして不活性ガスを用いる場合と、成分ガスを用いる場合を
適宜選択することができる。
【００４０】
　また、第２及び第３の実施形態において、上記貯留手段内部の圧力保持に不活性ガスの
圧力を用いる場合、各液化ガス成分の混合物の組成は、実質的に影響を受けることはない
。しかし、不活性ガスに代えて上記液化ガスのうちの最も蒸気圧の高い成分を加圧ガスと
して用いた場合、気体状態で供給される加圧用の成分ガスが一部凝縮するため組成に影響
を与える場合があるので、予めその影響を加味して、最も蒸気圧の高い成分の共通配管へ
の流量を設定することにより、所望の組成の液化ガスの混合物を得ることができる。



(7) JP 4574801 B2 2010.11.4

10

20

30

40

50

【００４１】
　第２及び第３の実施形態において、貯留手段１１としては、通常、耐圧タンクが用いら
れ、混合液化ガスの液面の検出と開閉弁６ａ、６ｂ、６ｃ、開閉弁７ａ、７ｂ、７ｃ、遮
断弁１６の制御を行なう液面検出器１２が備えられている。この液面検出器１２は液面が
上限に達すると、開閉弁７ａ、７ｂ、７ｃを閉とし、開閉弁６ａ、６ｂ、６ｃを開として
、各液化ガスをリサイクル手段に戻して混合を停止するとともに、液面が下限を切った場
合、遮断弁１６を閉として液相部の確保を行なうための機能を持っている。液面が上限、
下限内の適正レベルにあるとき、混合液化ガスは、例えばエアゾル噴射剤として、遮断弁
１６を経て、図示しないエアゾル製品の充填工程へ送られる。
【００４２】
　以下、本発明について実施例を基にして、さらに詳細に説明する。
【００４３】
【実施例１】
　図２に示した実施形態に従って、下記表１に示した組成のエアゾル噴射剤を製造するべ
く３種の液化ガスを混合した。（製造量２５ｋｇ／分）
【００４４】
【表１】

【００４５】
　プロパン（ａ）、ブタン（ｂ）、ジメチルエーテル（ｃ）はそれぞれの貯蔵タンク１ａ
、１ｂ、１ｃに貯蔵されており、送液手段２ａ、２ｂ、２ｃによって１．１ＭＰａまで加
圧されて個別配管ＩＬａ、ＩＬｂ、ＩＬｃに供給し、リサイクル手段Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ内
をリサイクルさせた。この時、流量制御弁４ａ、４ｂ、４ｃに付属する流量調節計５ａ、
５ｂ、５ｃには各液化ガスが上記重量％となるように設定値が入力されており、質量流量
測定器３ａ、３ｂ、３ｃ（オーバル社製、マイクロモーション流量計）によって測定され
た各液化ガスの測定値が、上記の設定値と等しくなるよう各液化ガスの流量が制御された
。また、リサイクル手段Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃの圧力は圧力調整器８ａ、８ｂ、８ｃによって
、それぞれ１．０５ＭＰａに設定された。
【００４６】
　上記リサイクルを２分行なった後に、各液化ガスの質量流量の測定値が設定値と等しく
なった時点で、リサイクル配管ＲＬａ、ＲＬｂ、ＲＬｃを流れる各液化ガスの流れを共通
配管ＣＬに切替えた。切替指示はタイマによって行ない、開閉弁６ａ、６ｂ、６ｃを同時
に閉とするとともに、開閉弁７ａ、７ｂ、７ｃを同時に開とし、３種類の液化ガスを共通
配管ＣＬに導入した。
【００４７】
　各液化ガスはまず、第１の混合器９で混合された後、第２の混合器１０でさらに混合さ
れた。第２の混合器１０としては、静止型混合器（（株）ノリタケカンパニーリミテド製
、ノリタケスタティックミキサ）を用いた。上記の第１の混合器９、第２の混合器１０に
よって混合され、共通配管ＣＬに供給されるとともに混合された混合液化ガスは貯留手段
１１に貯留された。貯留手段１１は窒素ガスによって、１ＭＰａの一定圧力に保持された
。
【００４８】
　一方、混合液化ガスを貯留手段１１に貯留する間、第２の混合器１０の出口から、混合
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、表２に示す測定値が得られた。
【００４９】
【表２】

【００５０】
　この結果から、本発明を実施することにより、バッチ的に耐圧容器に各成分を、蒸気圧
の低い順に一成分ずつ計量して仕込み、振とう、撹拌する従来法とほぼ、同一精度で液化
ガスの混合ができることが明らかとなった。
【００５１】
【発明の効果】
　以上述べたように、本発明により、液化ガスの混合を必要な時に必要な量だけ、オンサ
イトで、コンパクトな装置によって行なうことができる。その結果、例えば、従来エアゾ
ル噴射剤を各処方毎にバッチ的に数種類の液化ガスを混合し、それらを各タンクに貯蔵す
るといった設備的、スペース的な無駄を省くことが可能となった。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施形態を示すフローチャートである。
【図２】　本発明の第２の実施形態を示すフローチャートである。
【図３】　本発明の第３の実施形態を示すフローチャートである。
【符号の説明】
　１ａ、１ｂ、１ｃ　　　液化ガス貯蔵タンク（供給源）
　２ａ、２ｂ、２ｃ　　　送液手段
　３ａ、３ｂ、３ｃ　　　質量流量測定器
　４ａ、４ｂ、４ｃ　　　質量流量制御弁
　５ａ、５ｂ、５ｃ　　　流量調節計
　６ａ、６ｂ、６ｃ　　　開閉弁
　７ａ、７ｂ、７ｃ　　　開閉弁
　８ａ、８ｂ、８ｃ　　　圧力調整器
　９　　　　　　　　　　第１の混合器
１０　　　　　　　　　　第２の混合器
１１　　　　　　　　　　貯留手段
１２　　　　　　　　　　液面検出器
１３、１４　　　　　　　圧力調節弁
１５　　　　　　　　　　圧力調節計
１６　　　　　　　　　　遮断弁
１７、１８　　　　　　　加圧手段
１９、２０　　　　　　　切替弁
ＩＬａ、ＩＬｂ、ＩＬｃ　個別配管
ＣＬ　　　　　　　　　　共通配管
ＲＬａ、ＲＬｂ、ＲＬｃ　リサイクル配管
Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ　　　　リサイクル手段
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